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自分と家族の生前の整理と
手続き

税金で買った本

編集：小俣 孝一 著：ずいの

生 前 整 理 の ス タ ー ト は 50 代 60
代 か ら が 適 齢 期。 自 分 と 家 族 の
ために取り組もう！

久しぶりに図書館に訪れたヤン
キーな石平くん。
なぜか、図書館で働くことになっ
てしまう…のです。
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